
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」

理
事

　
前
号
に
引
き
続
き
千
葉
県
松
戸
市
の

「
松
戸
の
丘
」に
あ
る
地
元
力
を
発
見
で

あ
る
。
こ
の
地
元
力
は
、
徳
川
家
の
所

縁
の
も
の
で
、
広
く
と
ら
え
れ
ば
価
値

は
い
っ
そ
う
高
ま
る
。
加
え
て
話
題
の

渋
沢
栄
一
と
も
重
な
る
背
景
も
あ
る
。

海
外
で
覚
え
た
写
真
撮
影
、
狩
猟
、
魚

釣
り
、
陶
芸
な
ど
の
趣
味
を
楽
し
ん
だ

よ
う
だ
。
書
や
ス
ケ
ッ
チ
も
嗜
ん
だ
。

戸
定
邸
に
は
、
慶
喜
も
遊
び
に
し
て
二

人
で
写
真
撮
影
を
し
た
と
い
う
。

10
月
26
日
の
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、
ペ

リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
、
開
港
を
迫
っ

た
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。
水
戸
藩
主
徳

川
齊
昭
の
18
男
で
、
慶
喜
は
７
男
で
16

歳
上
の
異
母
兄
に
な
る
。
慶
喜
が
15
代

将
軍
に
就
く
の
は
１
８
６
７
年
で
、
29

歳
の
時
、
在
位
は
ち
ょ
う
ど
１
年
で

あ
っ
た
。
昭
武
は
、
１
８
６
７
年
２
月

に
渡
仏
し
た
。
万
博
の
終
了
後
も
昭
武

は
そ
の
ま
ま
滞
在
し
、
帰
国
し
た
の
は

翌
年
の
12
月
で
現
地
に
は
、
ほ
ぼ
１
年

半
滞
在
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
17
歳

あ
り
、
昭
武
に
関
し
て

い
え
ば
、
パ
リ
万
博
へ

の
将
軍
名
代
と
し
て
の

渡
仏
と
滞
在
で
あ
る
。

　
昭
武
は
１
８
５
３
年

で
水
戸
徳
川
家
を
相
続
し
、
ま
た
水
戸

藩
知
事
と
な
っ
た
が
、
１
８
７
１
年
に

廃
藩
置
県
で
水
戸
藩
は
な
く
な
っ
た
。

１
８
７
６
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万

博
御
用
掛
と
し
て
渡
米
、
そ
の
後
、
パ

リ
留
学
を
５
年
、
さ
ら
に
欧
州
旅
行
を

し
て
い
る
。
１
８
８
３
年
５
月
に
は
、

水
戸
徳
川
家
を
甥
の
篤
敬
（
昭
武
と
パ

リ
留
学
と
欧
州
旅
行
を
行
っ
た
）
に
譲

り
隠
居
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
完
成
の

戸
定
邸
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。

　
昭
武
が
住
ん
だ
戸
定
邸
は
、
和
風
建

築
で
あ
る
が
、
豪
華
で
な
く
質
素
な
隠

居
住
宅
で
あ
る
。
世
話
係
の
居
室
も
あ

り
部
屋
数
が
20
以
上
も
あ
り
多
い
が
、

廊
下
は
狭
く
入
り
組
ん
で
い
る
。
広
大

な
和
洋
折
衷
式
の
庭
園
を
も
ち
、
各
部

屋
は
庭
に
面
し
て
い
る
。
趣
味
ざ
ん
ま

い
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
は
相
応
し
い

佇
ま
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ

る
。

　
昭
武
は
、
松
戸
の
自
然
が
好
き
で
、

て
い
ま
す
。」さ
ら
に
全
貌
を
把
握
で
き

る
の
で
続
け
て
示
そ
う
。「
建
物
と
庭
園

ぐ
こ
と
が
で
き
る
身
分
を
与
え
ら
れ
、

１
８
６
７
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
将
軍

名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。・
・

（
略
）・
・
明
治
時
代
に
な
り
、
徳
川
昭

武
は
松
戸
に
７
万
㎡
以
上
の
土
地
を
取

得
し
、
明
治
17
年
に
戸
定
邸
を
建
設
し

ま
し
た
。
現
在
、
か
つ
て
の
１
／
３
、

約
２
万
３
０
０
０
㎡
は
戸
定
が
歴
史
公

園
と
な
り
、
公
園
内
の
戸
定
歴
史
館
で

は
激
動
の
時
代
を
生
き
た
二
人
の
遺
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。」

　
松
戸
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
で
、

急
で
は
な
い
広
い
斜
道
の
突
き
当
り
に

石
段
が
あ
る
。そ
こ
に
は
、「
戸
定
が
丘

歴
史
公
園
」と
い
う
看
板
が
あ
る
。小
さ

く「
日
本
の
歴
史
公
園
」１
０
０
選
と
い

う
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
も
付
け
ら
れ
て
い

る
。次
の
コ
ピ
ー
が
気
高
い
。「
戸
定
邸

は
わ
が
国
で
唯
一
の
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
徳
川
家
の
住
ま
い
で
す
。
建
物
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
庭
園

は
日
本
庭
園
史
上
に
お
け
る
価
値
が
高

く
評
価
さ
れ
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ

を
作
っ
た
の
は
徳
川
昭
武
（
１
８
５
３

︲
１
９
１
０
）
で
す
。
彼
は
江
戸
幕
府

最
後
の
将
軍
・
徳
川
慶
喜
の
弟
で
、
兄

か
ら
の
期
待
を
受
け
て
、
将
軍
職
を
継

質
素
な
隠
居

住
宅
戸
定
邸

　
筆
者
は
、
２
０
２
２
年
４
月
８

日
に
同
地
を
訪
ね
た
。
桜
も
満
開

の
陽
春
の
天
気
の
日
で
あ
っ
た
。

石
段
を
登
る
と
正
面
に
戸
定
邸
、

右
側
手
前
に
戸
定
歴
史
館
が
あ

る
。
辺
り
に
は
、
程
よ
い
庭
木
が

緑
や
季
節
の
花
の
色
ど
り
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
。
地
元
力
は
「
ひ

　
ま
た
、
前
回
紹
介
し
た
現
・
千
葉

大
学
園
芸
学
部
の
土
地
で
は
、
西
洋

式
園
芸
も
行
っ
た
と
い
う
。
戸
定
邸

の
あ
る
高
台
か
ら
は
眼
下
に
江
戸

川
、
遠
く
に
は
富
士
を
観
る
こ
と
が

出
来
る
。
松
戸
は
、東
京
に
も
近
く
、

意
外
と
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
武

や
慶
喜
の
二
人
は
、
重
な
る
境
遇
を

分
か
ち
合
い
、
知
恵
者
と
し
て
穏
や

か
に
暮
ら
す
に
は
、
松
戸
は
自
然
と

情
景
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ

う
。
季
節
々
々
に
訪
ね
て
み
る
に
は

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
、
も
の
、
こ
と
」
で
あ
る
の
が
通
例

で
あ
る
。
今
回
の
話
題
で
は
、
徳
川
昭

武
、
徳
川
慶
喜
、
渋
沢
栄
一
、
昭
武
の

二
男
武
定
あ
た
り
が
「
ひ
と
」
に
あ
た

る
。「
も
の
」
は
、
も
ち
ろ
ん
戸
定
邸

で
あ
り
、
建
物
と
庭
園
で
あ
る
。「
こ

と
」
は
、
明
治
維
新
前
後
の
出
来
事
で

松
戸
の
丘
の
威
風 （
下
）

─
─
戸
定
邸
＆
戸
定
歴
史
館

鎧兜が無ければ武家の住家とは思えない普
通の佇まいの戸定邸

The Illustrated London News 
(1867.12.21) に掲載された昭武　

案内看板


